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皆様方に目に見える結果、日本一達成を
ご報告できるよう精進してまいります。

船尾より全長は12m、重さは50㎏ほどあ
ります。購入させていただいた艇を大切
にし、努力してまいります。

■ 端艇部

全日本学生体重別選手権・講道館杯全日
本柔道体重別選手権で優勝することがで
きました。

■ 柔道部 ■ 剣道部

購入させていただいた馬は海外での競技
実績のある有望な馬です。競技会での活
躍を期待しています。

管理栄養士による寮食の改善や栄養講習
により、選手にも食事の大切さが浸透し
てきました。

■ 競走部

練習後や大会のレース前後に整体トレー
ナーによるマッサージを受ける際、マッサ
ージベッドが大変役立っています。

■ 水泳部 ■ 馬術部

このたびの山岳部創部100周年記念事業
海外登山を通じて、参加メンバー達の取
組姿勢が一層積極的になりました。

弾代のみで年間数百万という金額になり
ます。支援金のおかげで全日本学生男女
総合団体2連覇を成し遂げました。

■ 射撃部

今シーズンは「ONE MEIJI」のスローガ
ンのもと、ファンの皆様に愛されるチーム
を目指してまいります。

■ ラグビー部 ■ 山岳部

補助台の購入により、実際の試合に近い
シチュエーションで練習をすることがで
き、練習の効率も上がりました。

スキーエルゴ購入により、東京でも冬の
スキーの感覚に近い、よりハードで質の
高い練習が行えるようになりました。

■ スキー部

競技用車外コンピュータ導入のジムカー
ナ試合用インテグラの強化の他、新しい
競技車・パーツを購入しました。

■ 自動車部 ■ バレーボール部

＊体育会各部の成績・大会スケジュールは、　「明大スポーツ新聞部」及び「MEIJI NOW」でご覧いただけます。
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関東学生春季リーグ戦、全日本大学王座
決定戦、全日本大学選手権大学対抗（イ
ンカレ）で優勝できました。

各大会で目標としていた優勝には届きま
せんでしたが、夏合宿の成果を十分発揮
することができました。

■ ハンドボール部

レスキュー艇、セール共に大切に使用し、
結果という形で皆様に恩返しができるよ
う練習に励んでまいります。

■ ヨット部 ■ ソフトテニス部

各種練習用品の購入により、悪天候時の
練習や他大学を招いての練習試合を行う
ことができ、練習効率が向上しました。

より良い環境で活動を続けることができ、
関東Ａブロック対抗戦で男女共に3位入
賞することができました。

■ ゴルフ部

部員数の減少に伴い部費や強化費だけで
は捻出が難しかった合宿参加費を賄う事
ができました。

■ 少林寺拳法部 ■ アーチェリー部

ディフェンスラインがパート練習時に利
用するダミーを購入し、ファンダメンタル
向上に努めています。

学生の強化に役立てられたおかげで、戸
上隼輔が見事2024パリオリンピックの代
表権を獲得することができました。

■ 卓球部

試合会場に近いホテルで宿泊できたこと
で、減量・試合日ごとの計量が伴う選手
の体への負担を軽減できました。

■ レスリング部 ■ アメリカンフットボール部

大会自体は重大なアクシデントにより中
止となってしまいましたが、限られた時間
の中でも貴重な体験ができました。

■ 自転車部

ＯＢの記者に講演をいただいたり、校閲
力向上テスト、撮影練習などで有意義な
夏合宿を実施できました。

■ 明大スポーツ新聞部

9泊10日の夏季合宿の往復バス代、及び
合宿期間中の成果発表会の際の移動用
バス代として活用させて頂きました。

■ 応援団

■ 体育会全般
ヨット部員の安全確保のため、ヨット部負担分と併せてレスキュー艇を購入させていただきました。
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　長期ビジョン「MEIJI VISION 150－前へ－」を具現化するために、具体的なプランや目標値を設定した「第3
期中期計画」および2023年度予算をもとに各キャンパスの施設整備工事に一部充当いたしました。
　キャンパス整備サポート資金を活用することにより、快適で安全な教育・研究活動環境の提供に繋がっています。
　なお、未充当のものについては、引き続き「第3期中期計画」等によって計画・実施されるキャンパス整備事業
のために積み立てさせていただきます。

＜施設整備工事内訳＞

❶ 和泉メディア棟空調設備更新工事（Ⅰ期）

❷ 生田東グラウンド東側フェンス更新工事

寄付者の皆さまより温かい応援メッセージをいただいております。
その中から一部ご紹介させていただきます。皆様からいただくお声は活動の励みとなっております。

●税制上の優遇措置
明治大学への寄付は「所得税控除」及び「住民税控除（居
住地によります）」を確定申告により受けることが出来
ます。（寄付額の 40％～ 50％相当額の税負担軽減） 

▼お申込み方法
❶ 専用払込取扱票によるお申込み
❷ 口座振替によるお申込み

一度お申込みいただくと、継続的に金融機関口座から
自動引き落しが可能です。「預金口座振替依頼書【指定
寄付金申込書】」は HP よりダウンロードいただけます。

❸ インターネットからのお申込み
クレジットカード、インターネットバンキング、コン
ビニ決済が利用可能です。

Support 5   キャンパス整備サポート資金　学びの場のさらなる充実のため

Supporter’s Voice

未来サポーター募金　お申込み方法のご案内

●募金期間 　4 月 1 日～翌年 3 月 31 日（毎年度） 
●受付金額 　一口１万円　一口以上何口でも結構です。
　　　　　　また、一口 1 万円未満でもありがたくお受けします。

自分が学生時代に留学を実行しなかった事に少し後悔し
ております。現役の明大生の 1人でも多くの学生が留学
を実行に移して欲しいです。その一助になれば幸いです。

社会人としてキャリアを重ねるごとに、母校
の繋がり、暖かさを感じます。これからも母
校からたくさんの学生さんが羽ばたいてい
きますように、心から祈っております。

卒業して 30年が経過しました。和泉校舎も、駿河台校舎も、
随分と様変わりしましたが、母校がいつもそこにあるという
のは嬉しいものです。これからも頑張れ明治！

「この研究をしている明大で学
びたい」と言われるような成果
をアピールできるよう期待して
います。

卒業後 40年過ぎてから、一層懐かしく思い出すよ
うになりました。経済的に恵まれなかった自身の学
生生活を思い出すと、少しずつですが恩返しをした
いと思っています。

厳しい環境の中で積み重ねてきた力
を解き放ち、彩り豊かな学生生活と
競技生活を満喫してください。応援
します。

　未来サポーター募金は、明治大学が重点的に取り組む
テーマの中から、寄付者の皆さまが寄付金の使い道を指定
できる寄付制度です。 
　指定可能な使い道は、「奨学」 「国際化」 「研究」 「スポーツ」

「キャンパス整備」 「課外活動」の６つです。
　より一層の成長・充実を望む分野を指定してご寄付くだ
さることで、皆さまからの明治大学を応援する思いを直接
届けることができます。
　明治大学のさらなる飛躍と発展のために、皆さまからの
ご支援とご協力をお願いいたします。

生田東グラウンド

いつも楽しませていただき元
気にさせていただいている後
輩の皆様に、ほんの少しです
がお返しをしたい気持ちです。

和泉メディア棟



税制上の優遇措置（個人）

寄付者顕彰制度（個人）

本学への寄付金は、税制上の優遇措置を受けられます。

寄付の累計額 名誉称号の種類 
５億円以上 栄誉紫紺賛助員（えいよしこん） 
１億円以上 特別紫紺賛助員（とくべつしこん） 
５０００万円以上 光輝紫紺賛助員（こうきしこん） 
３０００万円以上 精華紫紺賛助員（せいかしこん） 

寄付の累計額 名誉称号の種類 
１０００万円以上 紫紺賛助員（しこん） 
５００万円以上 暁鐘賛助員（あけのかね） 
１００万円以上 白雲賛助員（しらくも） 

「所得税の寄付金控除の目安」等
詳細はこちらをご参照ください。


